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研究課題 薬液含浸による木材の高機能化 

キーワード 流動成型、光透過、自己修復、不燃・難燃、表面加飾 
研究内容：薬液を木材に含侵することにより、新たな機能を木材に付与する技術について検討している。 

最近、当該研究者らは、本技術を利用して、光透過性を持たせる技術を開発した。 

 

図１ 光透過の機構（左）とサンプル（右） 
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提供可能な資源・技術・その他 
各種物性測定、成形、薬液含浸、化学処理 

プロジェクト研究希望テーマ 
・薬液含浸による木材の高機能化 

・熱処理木材の物性評価と利用 

・木材の流動成形（特に、応用・実用化）。 


